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～東日本大震災 松本大学地域づくり考房『ゆめ』活動報告～

私たちの活動
　３月11日に起きた東日本大震災は多くの被害をもた
らし、日本中を震撼させました。その中で、大学周辺の
地域や被災地からの要望に応え、本学学生たちも各々で、
災害復興に向けた取り組みを展開してきました。
募金活動
　まず、プロジェクト「信濃Ｘ」の学生３名が学内外で募
金活動を行いました。街頭募金活動は、カタクラモール
にて３月に４日間実施し、総額470,172円を「中央共同
募金会東北関東大震災義援金」として送金しました。ま
た、学内募金活動は、３～４月の学生オリエンテーショ
ンなどで６回、その他教職員をまわり、総額102,223円
を現地でがんばる学生への後方支援活動金として、「岩手
県立大学学生災害ボランティア活動費」に送金しました。
地球宿被災地応援イベント参加
　4月23日、安曇野市で開かれた被災地応援イベント「安
曇野ひかりプロジェクト」に学生３名が参加しました。被
災避難家族の方々も含めた地域の方との交流があり、被
災地の方々から現地の状況等の話もお聞きできました。
　また、『安曇野から日本のみなさんへ！』をテーマに
実施された「光のメッセージ」に、学生が被災地への応

援メッセージを投稿しました。
宮城県石巻市大街道地区復興支援活動
　松本大学内教職員と学生による「松本大学東日本大震
災復興支援プロジェクト」での活動の様子を「信濃Ｘ」
がビデオ編集し、他の学生への啓発活動として学内で上
映しました。
　また、活動で知り合った被災地住民から「夏に向けて
の衣類や生活用品が至急必要」と聞いた学生を中心にＨ
Ｐや新聞等で呼びかけると、県内各地からバス２台が満
載になるほどの量が集まり、６月10日と24日に大学バ
スで届けました。現地では被災された家を開放し、希望
者に提供しようということになり、男女別や年代別、サ
イズ別などの仕分け作業が必要となりました。
　この作業には丸２日を要し、用意していったスコップ
などの道具は一部手つかずのまま。それでも、望まれる
支援ができた充実感がありました。「わずかでも被災し
た方々の力になりたい」と始めた活動ですが、私たちが
離れた場所で想像する支援の方法が、必ずしも役に立つ
とは言えないことを、身をもって知りました。

地域づくり考房『ゆめ』専任講師　福島明美

身長180㎝の中村君をはる
かに超えるがれきの山2



被災地に行って

わかったこと

活動したからこそわかったこと

　早期対応していただいた　　　　　　夏物衣類に感謝 !!　沢山の衣類や生活用品をありがとう
ございます。
　皆様のお心遣いで、甚大な被害を前
に、驚き、悲しみ、辛い気持ちで一杯
だった心を温かくして頂きました。津
波で多くの物を流されましたが、頂い
た衣類で無事に夏を過ごしています。
どれを着ようかと選ぶ楽しみも生まれ、震災前は普通にしていた事をまた
出来るようになりとても嬉しいです。
何日も同じ服を着続けていた震災直後
を考えると夢のようです。（中略）　私達は皆様の善意により少しずつで
すが立ち直りつつあります。数年後に
街の復興と共に元気な姿をご報告出来
るよう頑張りたいと思います。

岡田　智子　

床下に堆積した泥のかき出し作業 地球宿被災地応援イベントに参加して 県内各地から善意で集まった物品の仕分け作業
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　災害支援活動へのきっかけ
　地震の被害をTVで見てこれは何かしなければと
想い、仲間と相談したところ同じ想いであり、そこ
からみんなの義や仁によってボランティア活動が始
まりました。
　今後も復興を祈ると共に、自らの出来ることをで
きる限り行動していきたいと思います。

健康栄養学科２年　梶原　悠　

　募金活動を行なって
　募金活動をはじめると驚くほど募金が集まり、大
勢の人が関心を持ち、行動しようとしていることが
わかりました。また、この活動をすることで、皆さ
んのキモチを形にすることができたと感じました。
活動をする中で声を掛けてくれた被災地から来た方
の「ありがとう」という言葉が印象に残っています。

健康栄養学科２年　柳澤　悠　

　命の大切さ
　現地で活動し、私たちはお父さんお母さん、周り
の人などに支えてもらって生きていることを実感し
ました。現地の人からは、「命をどうつないでいくか、
震災から何を学んでどう生かしていくのか、まだま
だこれからのあなた達に、感じ、学び、未来を作っ
ていってほしい。」と言われました。

観光ホスピタリティ学科１年　上條　翔子　

　石巻市災害ボランティアに参加して
　肉体労働だけがボランティアではありません。被
災地にはありとあらゆる分野で何らかの貢献ができ
ます。皆さんからの物資提供もその一つです。現地
で一番必要としていることを手助けするのがボラン
ティアだと知りました。できるだけ多くの方に参加
していただき、１日でも早い復興に貢献したいと
思っています。

観光ホスピタリティ学科２年　中村　崇志　

　物資取りまとめてくれた

　　松本大学の皆さんに感謝

　ふとしたご縁から始まった松本大学の皆さ

ん。それがこれ程太いパイプで繋がれたと思

うと感謝の気持ちと、出会いというものの大

切さに感慨深いものを感じています。

　今回の震災で私達は多くの“大切なもの” 

を失いました。家族を亡くした者もたくさん

います。家がめちゃくちゃに壊され、思い出

の品々が一瞬の津波で流されました。悲しみ

に暮れる暇もなく避難所で追われるような慌

ただしい毎日。何日もお風呂に入れず、もち

ろん洋服も下着さえも替えることが出来ず女

性として辛く悲しい日々を送っていた中での

物資提供でした。

　物資提供は避難所で“あてがわれていた” 

生活だったのが、自分で「選ぶ楽しみ」があ

りました。女性同士の弾む会話も気分転換に

なり、選んでいる時等は精神的にも良い時間

となりました。（中略）

　物資提供して頂いた長野県のたくさんの

方々と、取りまとめをして下さった松本大学

の皆さん、本当にありがとうございました。

　　　　　　　　　　石巻市　水越　薫　

　臭くて汚くて
大変だったと思います…

　この震災により、私達の生活は一変しました。悪くなる一方で良くなることはありませんでした。
　私達は、はじめ祖父母宅に避難しましたが、やはり家が良いという事でめちゃくちゃになった自宅に戻りました。生活する事で精一杯で、家の掃除は少しずつ進めるしかありませんでした。暖かくなり、だんだん臭くなり、掃除をバァーッとしたいと思っていた時に助けてくれたのが、松本大学の皆さんでした。臭くて、汚くて大変だったと思います。知らない人の家をキレイにして頂き、家族みんな笑顔になりました。

　他にも物がほぼ全部無くなり、不便していたのを物資提供で支援して頂き、生活の支えとなりました。ありがとうございました。（中略）
　言葉に出来ない程、感謝の気持ちで一杯です。この恩を絶対忘れずに、恩返ししていきたいです。

門脇中学校２年　平塚　理紗　

石巻市からいただいた
お礼の手紙



　松本城夜桜会にて募金を行い、学内募金を加えて、総額20万円を
栄村の被災者の方々への生活支援及び復興支援ボランティア活動資金
として、５月14日にお届けしました。
　また、同日に長野県及び栄村が主催した「栄村の復興を考える会」
にも参加し、翌日は水路の修復作業を行いました。そこで、栄村農産
加工販売所「かあちゃん家」が被災し、野菜の販路を失ったことを聞
き、販路拡大のため、松本大学新鮮☆ゆめ市場の場を借りて販売支援
をしようと思い立ちました。 栄村の島田村長さんに直接手渡しました

　野菜市の朝、“雨が降らないように”と祈りながら家を出ました。それは、
今日初めての新鮮☆ゆめ市場の活動日だったからです。
　実際に活動をしてたくさんの方が買って下さいました。先輩は、お年寄り
の方や、手がふさがっているお客様に対してさっと籠を持ったり、きれいに
野菜を並べていたりしていて、見習わなくてはいけないと思いました。また、
常連さんもいて、ゆめ市場は愛♥されているなぁと思いました。
　そして、農家の方から朝採りのレタスを試食させてもらいました。本当に
美味しかったです。レタスを食べた子供がお母さんに「買って!!」とお願い
するほどでした。

　　　健康栄養学科１年　大原　ひろみ　

★新しい野菜を知ることは楽しいし、農家の方の知識を吸収したい。
★ゆめ☆市場は愛されているなぁ～
★農家の方と一緒に行うことで、調理方法を教えていただいたり、
　コミュニケーションをとることが出来る。
♥地域の方が開催を楽しみに待っていて、「次の開催はいつ？」と聞かれたこと。
　また、昨年野菜を販売したことを、覚えていてくれたこと。
♥お客様から“ありがとう”と笑顔で言われること。
◆笑顔で接すれば笑顔が返ってくる。
◆野菜について、色々な事を知る必要がある。

　私たちは県農産物に関わる商品開発などを考えていたグループで
したが、プロジェクト「信濃Ｘ」の呼び掛けを聞き、“栄村を何とか応
援したい”という気持ちから「ええじゃん栄村」という名のプロジェクト
を立ち上げました。まず、栄村農産加工販売所「かあちゃん家」から農産物
を仕入れ、６月18日に１回目の市場を開き販売しました。

　この販売をきっかけに「どんな人達がどんな所で作っているのかを知りたい」と、
栄村へ行くことに。目の当たりにしたのは、現地の道路や建築物、ライフライン
の壊滅的な状況でした。
　「今は商品開発どころじゃない！」「まずは復興の手助けをすることが先決！」
と、今年11月まで毎月１回、松本カタクラモール南口で販売を続けることに。
野菜を完売させるために、手作りのレシピや生産マップを付けるなどの工夫を
して、少しでも多くの方に栄村の魅力を伝えていきます。

　健康栄養学科１年　梶村　麻美

新鮮★ゆめ市場
　　開催中!!
毎月第１、第３土曜日　10:00～
松本カタクラモール南口にて

栄村復興支援活動　プロジェクト「信濃Ｘ」

プロジェクトメンバーに、野菜市について聞いてみました。
★感じたこと　♥嬉しかったこと　◆学んだこと

出品した、小坂田フレッシュマーケットの
農家の方が野菜の料理方法を紹介している

商品開発どころじゃない！

場所：松本カタクラモール南口「新鮮☆ゆめ市場」と一緒に販売中
8/12・９/17・11/19（10/22は梓乃森祭にいて販売）

栄村の野菜を買ってください栄村の野菜を買ってください
応援したい!
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作るときの
　コツは…

おいしそうな
　フキだね～
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